
JP 2009-545415 A5 2013.1.24

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成25年1月24日(2013.1.24)

【公表番号】特表2009-545415(P2009-545415A)
【公表日】平成21年12月24日(2009.12.24)
【年通号数】公開・登録公報2009-051
【出願番号】特願2009-523268(P2009-523268)
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年11月28日(2012.11.28)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人工股関節に使用するための寛骨臼ソケットであって、前記人工股関節がステム（１）
から成っており、該ステム（１）に球頭（２）が取付け可能であり、該球頭（２）がソケ
ットインサート（３）において回動可能に挿入可能であり、前記ソケットインサート（３
）が当該寛骨臼ソケット（４）内に挿入可能且つ固定可能であり、前記ステム（１）が大
腿骨（２０）内に埋込み可能であり、且つ当該寛骨臼ソケット（４）が骨盤骨（２１）内
に埋込み可能である、寛骨臼ソケットにおいて、
　当該寛骨臼ソケット（４）が、該寛骨臼ソケット（４）の剛性に関して、当該寛骨臼ソ
ケット（４）の対称軸線（ｚ）に対して相互に直交する２つの方向（ｘ，ｙ）において非
対称的に形成されており、相互に直交する２つの方向のうちの、他方の方向（ｙ）に対し
て一方の方向（ｘ）において、補強エレメント（６）が当該寛骨臼ソケット（４）内に供
給されており、寛骨臼ソケットの材料よりも高い剛性を備えた材料から成る補強エレメン
トが、寛骨臼ソケットの周壁内に供給されていることを特徴とする、寛骨臼ソケット。
【請求項２】
　当該寛骨臼ソケット（４）が、第１の方向（ｙ）において最小の壁厚（ｂ）を有してお
り、第２の方向（ｘ）において最大の壁厚（ａ）を有している、請求項１記載の寛骨臼ソ
ケット。
【請求項３】
　一方の方向（ｘ）の補強エレメント（６）が、寛骨臼ソケット（４）の剛性を他方の方
向（ｙ）に向かって一定に減じる、請求項１記載の寛骨臼ソケット。
【請求項４】
　当該寛骨臼ソケット（４）のジオメトリが、非対称的な負荷時に可能な限り円環状の対
称的なジオメトリをもたらすように非対称的に構成されている、請求項１から３までのい
ずれか一項記載の寛骨臼ソケット。
【請求項５】
　長手方向軸線（ｚ）に対して垂直な、当該寛骨臼ソケット（４）の横断面が無負荷状態
において楕円形である、請求項４記載の寛骨臼ソケット。
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【請求項６】
　当該寛骨臼ソケット（４）が少なくとも１つの金属から製造されている、請求項１から
５までのいずれか一項記載の寛骨臼ソケット。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００１】
　本発明は、人工股関節に使用するための寛骨臼ソケットであって、人工股関節がステム
から成っており、ステムに球頭が取付け可能であり、球頭がソケットインサートにおいて
回動可能に挿入可能であり、ソケットインサートが寛骨臼ソケット内に挿入可能且つ位置
固定可能であり、ステムが大腿骨内に埋込み可能であり、且つ寛骨臼ソケットが骨盤骨内
に埋込み可能である、寛骨臼ソケットに関する。
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